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3 空間内に 4点 O，A，B，Cがあり，次の条件を満たすものとする．

OA= 1; OB = 1; OC = 2; ÎAOB= ¼
2
; ÎBOC = ¼

3
; ÎCOA= ¼

4

また，
¡!
OA =

¡!
a ;
¡!
OB =

¡!
b ;
¡!
OC =

¡!
c とし，Pは平面OAB上の点で

¡!
OP = x

¡!
a + y

¡!
b と表されているとする．

点 Pが j
¡!
OPj = 1を満たして動くとき，以下の問いに答えよ．

(1) 点 Cから平面OABに下ろした垂線と平面OABの交点を Qとする．したがって，CQ ? OA; CQ ? OBで

ある．
¡!
OQ = u

¡!
a + v

¡!
b と表したとき，u; vを求めよ．

(2) ‘ 内積
¡!
OP ¢

¡!
OCの最大値と最小値を求めよ．また，最大値をとるときの x; yの値，最小値をとるとき

の x; yの値をそれぞれ求めよ．

’
¡!
OPと

¡!
OCのなす角 µがとりうる値の範囲を求めよ．ただし，0 5 µ 5 ¼とする．

(3) 内積
¡!
OP ¢

¡!
OCが最大値，最小値をとるときの点 Pをそれぞれ P1，P2とおく．点 P1，P2はいずれも直線OQ

上にあることを示せ．ただし，Qは (1)で定めた点とする．


